
友達に誘われて、友達の家で「エンパナーダ」というアルゼンチンの伝統的な食べ物、簡単に言うと大きな

餃子のようなものを作りました。中に牛肉や野菜、ハムやチーズなど、様々なものを詰め、揚げるか焼くかの

二種類があります。この日は、焼きエンパナーダ。みんなで作って食べるのがとても楽しかったです。私は友

達に日本のステッカーや折り紙、ポストカードをプレゼントしました。とくに折り紙は人気があり、鶴と手裏剣を

作りました。もっと持ってくればよかったなと思っています。 

シスターの誕生日。アルゼンチンでは、誕生日である本人は極めて忙しいです。まず招待状を作り、メール

で送ります。当日はパーティのために部屋を飾り付けし、ケーキやお菓子、食べ物を準備し、企画まで考え、

準備します。シスターはシークレットミッションを作ったり、人狼に使うカードを作ったりしていました。また、パ

ーティーが始まるのは午後 8時でしたが、みんなが実際に集まり始めるのは 8時過ぎから 9時の間で、遅れ

てくるのが一般的です。そして終わったのは朝の 5時頃でした。とても長い。 

サンタ・フェ日本人会、いわゆる日本語教室では、時々日本のイベントが行われます。マザーが日本に興

味を持ってくれたようでそこに通い始めました。私も日本語で自己紹介をして、先生と日本語で会話をしまし

た。久々の日本語はなんだか違和感があって、不思議な感じがしました。隣町のエスペランサというところで

イベントがあり、そこに出されるブースで、私と一人のイタリアの学生がイベントに招待されました。ステージで

自己紹介を！と急にリクエスト、質問にもスペイン語で答えて！と言われました。イタリアの学生は、すでに何

ヶ月か滞在しているそうで、とても上手に会話をしていて、私ももっと頑張ろうと思いました。本当に緊張しまし

た。私は日本で、多くの人に英語とスペイン語は似ていると言われてきました。しかし実際は、スペイン語と英

語は全くの別物です。スペイン語はポルトガル語、イタリア語と似ていて、英語はドイツ語と似ています。その

ため、イタリアから来た私のお友達は、本当に上達が速いです…。 

3月 9日、私の学校生活が始まりました。学校は家から 1kmほど離れたところにあり、私は自転車で通学

しています。しかし私の住む地域には山一つ無く、日本の学校のような凸凹道ではないため、とても通いやす

いです。授業スケジュールも毎日異なっていて、帰宅時間も様々です。昼食は、一度家に帰ってから食べる

のが少々大変ですが、早く帰れる日があったり、授業も日本よりはゆったりとしているため、なんとかなってい

ます。ほぼ全ての教科が理科系で、正直苦手な分野ではありますが、数学はとても簡単なので、なんとかう

まくやっていけそうです。 







 


